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ＴＣＫ女王盃ＴＣＫ女王盃
１月２０日 大井
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中央時代には関東オークスを制するなど白
馬としての美しさだけでなく強さも兼ね備えた
ユキチャン。９月９日に川崎め山崎厩舎に移
籍。緒戦のＴＣＫディスタフこそ久々の実戦と58
キロのハンデがこたえて３着に敗れましたが、
二戦目の指定交流クイーン賞では早め先頭に
躍り出る強い競馬でまずは南関東馬として１
勝。三戦目となるＴＣＫ女王盃ではプラス１１キ
ロで出走。馬体ばかりでなくレース内容もスケ
ールアップして再びユキチャン白馬旋風が南
関東で巻き起こっています。
「ＴＣＫ女王盃では気合い乗りが違っていたし、
道中なだめるのがたいへんだったくらい。スタートの心配はもうないし、いく馬がいなければハ
ナ行ってしまおうかと思ってくらい。馬体も数字ほどではなくシャープでした。一頭になるとフワッ
とするところがあるのでレースで教えていきたいですね。今年はいろんなパターンのユキチャン
をお見せできると思います」と今野忠成騎手。管理する山崎尋美調教師も「来た当時はおとなし
くしていたし使うたびに本来の気の強さをおもてに出すようになってきている。レース後すぐから
カイバ食い戻って馬体はさらに増えているから体調が相当いいんだね。今年は男馬ともやり合
っていかないと行けないね。調教も強めていくつもり。次走は川崎のエンプレス杯で迎え撃たな
きゃね」。いよいよ川崎のユキチャンが地元の舞台に登場します。
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速報！
佐々木竹見Ｃジョッキーズグランプリ

＜１月２６日＞

総合優勝は町田直希騎手
全国からリーデイングジョ

ッキーが集結して覇を競う佐
々木竹見カップジョッキーズ
グランプリが１月２６日、川崎
競馬場で実施された。佐々木
竹見Ｃは今年で第八回を数
えるが、中央・地方のトップジ
ョッキーを相手に真っ向勝負
を挑んだのが川崎の若き天
才・町田直希騎手。２１歳とい
う最年少での初出場だったが
まず第一戦の９Ｒマイスター
チャレンジでは人気馬を引き
当てるという運の強さも発揮

し逃げ切り快勝。第二戦の１１Ｒヴィクトリーチャレンジでは８着
という結果ながら総合ポイントでは第２位の木村健（兵庫）をわ
ずか２ポイント退けて総合優勝を飾った。「トップジョッキーの
皆さんと騎乗できるだけでも光栄だったのに優勝できるとは思
ってもしませんでしたが、第一戦を勝った時点で意識しました。
この優勝をバネにしていきたいですね」と喜びを語った。優勝
賞金の２００万円の使い道を問われると「地元で勝てたので騎
手仲間たちとお祝いして使いたいですね」と満面の笑みだっ
た。

第二戦では木村健騎手が１着となったがゴール前まで大混
戦となる激しい攻防。トップジョッキーたちがプライドをぶつけ
合い最後まで熱い火花を散らしていた。

佐々木竹見Ｃジョッキーズグランプリ結果

騎手名（所属） 第9R 第11R 合計Ｐ
１ 町田 直希（川崎） ①50 ⑧10 60
２ 木村 健（兵庫） ⑨8 ①50 58
３ 菅原 勲（岩手） ②38 ⑦13 51
４ 赤岡 修次（高知） ④27 ⑤22 49
５ 的場 文男（大井） ⑧10 ③33 43
６ 戸崎 圭太（大井） ⑫4 ②38 42
７ 繁田 健一（浦和） ③33 ⑨8 41
８ 山口 勲（佐賀） ⑪5 ④27 32
９ 横山 典弘（ＪＲＡ） ⑤22 ⑬3 25
10 左海 誠二（船橋） ⑦13 ⑩6 19
11 今野 忠成（川崎） ⑥16 除外3 19
12 岡部 誠（愛知） ⑭2 ⑥16 18
13 吉原 寛人（金沢） ⑩6 ⑫4 10
14 武 豊（ＪＲＡ） ⑬3 ⑪5 8
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■平成21年10月退厩馬■

厩舎名 馬 名 性 齢 退厩先 退厩理由
今井輝和 オートモルニア 牝 2 群馬県 乗馬
八木 仁 トウカイサポート 牡 3 栃木県 乗馬
高月賢一 ヒラボクドリーム 牝 3 兵庫県 転厩
佐々木仁 グローリーミリオン 牡 4 栃木県 乗馬
佐々木仁 ワタリペガサス 牡 3 栃木県 乗馬
田邊陽一 コンドーリーザ 牝 4 東京都 転厩
田村豫志雄 トウカイカスタム 牡 4 栃木県 乗馬
佐々木仁 エミノアンザン 牝 4 栃木県 乗馬
山崎尋美 キョウエイアレス 牡 3 岩手県 転厩
照沼一二 パームジュメイラ 牡 2 福島県 乗馬
稲垣純緒 ディープエアー 牡 6 福島県 乗馬
鬼沢裕充 コスモロッジ 牡 3 群馬県 乗馬
鈴木敏一 ヤクモアクティブ 牡 7 群馬県 乗馬
久保勇 フェイスミラクル 牝 2 群馬県 乗馬
佐々木仁 ミカヅキハヤテ 牡 7 栃木県 乗馬
福島幸三郎 リリーラヴ 牝 6 栃木県 乗馬
今井輝和 マルハチフォレスト 牡 3 福島県 乗馬
今井輝和 マルハチスレイマン 牡 7 福島県 乗馬
足立勝久 トモノリンカーン 牡 5 千葉県 転厩
高月賢一 フェイスナイト 牡 3 東京都 転厩
武井榮一 ニチリンタカラ 牡 7 群馬県 乗馬
長谷川三郎 トキノミスフレンチ 牝 5 北海道 繁殖
吉橋淳一 チームモモタロウ 牡 3 石川県 転厩
内田勝義 アプローズアゲイン 牝 4 神奈川 乗馬
池田 孝 キエヌルキア 牝 5 埼玉県 転厩

■平成21年11月退厩馬■

安池成実 オウシュウコジーン 牡 5 神奈川 乗馬
村田六郎 ロイヤルマジック 牝 5 千葉県 転厩
佐々木仁 バンドマスター 牡 7 岩手県 転厩
田島寿一 マックスドーズ 去 4 茨城県 転厩
田邊陽一 ゴールドユウ 牝 4 北海道 繁殖
鈴木敏一 アルテローザ 牝 3 広島県 転厩
河津裕昭 マイネルパトリック 牡 5 東京都 廃用
佐々木仁 ドリームヴィーナス 牝 4 北海道 繁殖
池田 孝 ヴィーヴァヴィータ 牡 3 栃木県 乗馬
長谷川三郎 ハッピーサオリン 牝 2 福島県 乗馬
鈴木敏一 アルファドリーム 牝 3 東京都 転厩
田島寿一 ヴィクトリーパール 牝 3 北海道 繁殖
久保秀男 パイフーチャン 牡 3 佐賀県 転厩
秋山重美 アキリュウ 牡 3 神奈川 乗馬
池田 孝 フィリアレギス 牝 4 北海道 繁殖
山崎尋美 カルナチンタ 牝 3 千葉県 転厩
村田六郎 キタサンサファイヤ 牝 2 東京都 廃用
山崎尋美 ジャンジー 牝 3 千葉県 転厩
佐々木仁 スズカシャンティー 牝 4 岩手県 転厩
鳥飼春弥 オートスピリット 牡 5 栃木県 乗馬
照沼一二 カネショウサンデー 牡 6 福島県 乗馬
岩本 洋 ケイアイフクノカミ 牝 3 神奈川 乗馬
岩本 洋 ザマサイレンス 牡 4 神奈川 乗馬

■平成21年12月退厩馬■

稲垣純緒 トップガンチイ 牝 4 福島県 乗馬
池田 孝 マイネルカルツエ 牡 3 東京都 転厩
田島寿一 コスモプロデュース 牡 7 高知県 転厩
池田 孝 フォーグルーム 去 3 千葉県 転厩
鈴木敏一 サワラプレイヤー 牡 3 群馬県 乗馬
三橋三吉 エコリライアブル 牡 2 東京都 転厩
稲垣純緒 ワイルドイリーガル 牡 5 千葉県 転厩
八木正喜 パワフルゴッデス 牝 3 東京都 廃用
田邊陽一 ケイアイセイドウ 牝 3 愛知県 転厩
久保 勇 ミヤビツヨシオー 牡 5 東京都 廃用
稲垣純緒 フクチャン 牝 3 埼玉県 転厩
鈴木敏一 ヤクモスバル 牡 6 群馬県 乗馬
安池成美 オウシュウロマン 牡 6 群馬県 乗馬
高月賢一 スペシャルシーカー 牡 6 長野県 乗馬
長谷川茂 シルヴァーボーイ 牡 4 埼玉県 乗馬
田邊陽一 ヤスノヴィグラス 牝 4 栃木県 乗馬
内田勝義 アクセルボーイ 牡 3 神奈川 乗馬
内田勝義 タイセイルンバ 牝 4 北海道 繁殖
稲垣純緒 エンジェルアイン 牡 2 千葉県 転厩
福島秀夫 アヅマポーリア 牝 3 千葉県 乗馬
長谷川三郎 セユーサクラ 牝 7 福島県 乗馬
鈴木敏一 ヤクモオーカン 牡 6 兵庫県 転厩
河津裕昭 ヴァンフォール 牝 2 東京都 転厩

◆佐々木竹見が選ぶベストジョッキー賞◆
＜１月２５日＞

１月２５日第９Ｒ終了後ウイナーズサークルにて「佐々木竹見
が選ぶベストジョッキー賞」の表彰式が行われました。

ベストジョッキー賞には今年も今野忠成騎手が選ばれ、ユキ
チャンとのコンビをはじめとする重賞だけでなく川崎のトップジョ
ッキーとして活躍、騎手会長としても尽力する川崎のリーダーで
す。

殊勲賞には川崎競馬場で４７勝を挙げた山崎誠士騎手、敢
闘賞には４６勝の佐藤博紀騎手。

特別賞には南関東４場リーディングで好成績をあげたことが認められ酒井忍騎手、町田直希
騎手に贈られました。

ベストジョッキー賞 今野忠成騎手

殊勲賞 山崎誠士騎手

敢闘賞 佐藤博紀騎手

特別賞 酒井忍騎手

特別賞 町田直希騎手

◆菅原勲騎手が期間限定騎乗◆

岩手のトップジョッキー菅原勲騎手が今年も川崎
競馬にやって来ました。

１月２５日～３月６日まで約一ヶ月半。内田勝義厩
舎の所属となり南関東で期間限定騎乗します。

１月２５日第８Ｒ終了後ウイナーズサークルで紹介
式が行われ、マイクを向けられると「川崎での騎乗も
３年目になりますから前年以上の勝ち鞍を残したい」
とファンに向けて宣言。「１年目が１５勝、２年目の昨
年が２１勝。毎年短い期間ではあるんですが、川崎
の環境にもだいぶなれてやりやすくなってきましたか
らそれを結果につなげていきたい」と言いますから今
年も「勲マジック」で魅了させてくれそうです。

◆本田紀忠ジョッキーが全日本新人王に参戦◆
＜１月１２日＞

本田紀忠ジョッキーが高知競馬で行われた「第24回

全日本新人王争覇戦」に出場しました。本田ジョッキーと

って高知は2008年に武者修行にいった経験があり、また

騎手として初勝利たを挙げた特別な競馬場でもありま

す。

「高知競馬では半年間お世話になりましたので、いつか

また乗りに行きたいという気持ちが強かったのですが、こ

ういうかたちでこんなに早く実現することは思ってなかっ

た。攻めの姿勢でひとつでも上の着順を目指せるよう頑

張ってきます」と張り切って参戦した本田騎手。 （写真提供：高知県競馬組合）

２鞍のポイント制で競われましたが、一戦目は６着、二

戦目は５着で総合第７位という結果。

「たくさんの刺激を受けて帰ってきました。特に関西の

若手は前向きに元気が良くて、騎乗についてもこうしたら

上手くなるとか活気がありましたね。二戦とも自分なりに

積極的な競馬ができたと思います。久々に高知の関係

者と会って、前よりよくなったなと言われました（笑）。川

崎に戻ってきてからも下半身の大事さとか考えることも

多くて、こういうチャンスをもらったことに感謝しています」

と騎手として収穫ある新人王参戦だったようです

訃報 長谷川三郎調教師

１月１１日午後０時、長谷川三郎調教師が食道ガンのため
逝去されました。享年６０歳でした。

長谷川調教師は旧姓の西野三郎として騎乗した騎手時代か
ら昭和５６年に調教師へ転向。ロジャーラビットでのしらさぎ賞、
トキノミスオースでのロジータ記念、一昨年にはコウエイノホシ
で大井記念を制しています。
謹んでご冥福をお祈りいたします。

なお、所属していた藤江渉騎手は足立勝久厩舎へ、中地雄
一騎手は田村豫志雄厩舎へ所属変更になります。


